
 

 

 

 

 

7・8 月の保健目標は、「夏を健康に過ごそう」です。 

 
 

 

＜今日の保健室から＞ 

 

明日の終業式をもって１学期が終了し、

夏休みに入ります。先週は厳しい暑さが

続いて活動の制限もありましたが、夏休

みに入っても暑い日が続くことが予想

されます。熱中症や水の事故に気をつ

け、２学期を健康で、安全に迎えてくだ

さいね。 

    熱中症指数が「危険」を記録する日が 

出てきています。「災害級の暑さ」と表現されるよう 

に、熱中症は、時に人が亡くなってしまう災害ではあり 

ますが、予測と対策が可能な災害ともいえます。 

こまめな水分補給は大切ですが、十分な睡眠がとれて 

いないと、いくら水分補給を気をつけていても熱中症 

になるリスクが高まります。生活リズムが乱れすぎ 

ないよう気をつけて過ごしてくださいね。 

相模原市立緑が丘中学校 保健だより 

ら い ふ     令和 5 年 7 月 19 日発行 

第 7 号 水難事故は「浮いて」「待て」！ 

中学生以下の子どもによる水難事故の多発 

昨年は、中学生以下の水難者が 198 人、そのうち死亡者・行方不明者は 26 人に 

のぼります。その半数以上が、川遊びの中で発生しているのが特徴です。 

 
 

遊ぶ上で必ず守ること 
①川の中州では遊ばない  ②遊泳禁止エリアに入らない ③雷が鳴り始めたら川 

から離れる 

           

 

もし、事故に遭遇したら 
①無理に陸へ戻ろうとせず ② 離岸流に巻き込まれたら ③遭遇した人が、無理に 

「浮いて」「待つ」     「岸と平行」に泳ぐ     救助しない（119 番優先） 

          仰向けで手足を広げる 

つま先を上に向ける 

あれば浮輪やボトルを投げる 



夏休みを健康で安全に過ごすために 
生活の制限は緩和された一方で、基本的な感染症対策の徹底が叫ばれています。楽しむことは大切ですが、基本的な感染症対策は続けていきまし

ょう。皆さんが少しでもリフレッシュして、また 2 学期に登校してくることを待っています👋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外に出る時間を 

 
作って、体力維持 

個人が特定されそうな 

 
内容はﾈｯﾄにあげない 

連れ去りや盗撮等 

 
の性犯罪に注意 

暑いときは、冷房より 

 
夏食材がおすすめ 

 手洗い・換気等の 

 
 感染症対策を続けよう 

事故に遭遇したら 

 
 その場を離れず 110 番 

夏休みもつながる相談窓口 

    
子ども家庭 110 番   警察（110 番） 妊娠 SOS かながわ 

       

思春期・FP 相談    LINE 電話相談 

24 時間子供 SOS 
ﾀﾞｲﾔﾙ 
0120-0-78310 
 
こころの電話相談 
0120-821-606 

例）知り合いで気を許していたが、お
酒を勧められてつい飲んでしまい、気付
いたら性的接触を持たれそうになった。 

例）海やプールで盗撮にあった。 

例）夏休みに遊ぶお金が欲しくて、
フリマアプリや SNS を通じて下着を
郵送したら、家を特定された。 


